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 大きな使命を得て先進文化の中心であった唐の都に赴いた遣唐使たち。隋の時代から引き続いて、６

３０年に犬上三田耜らが初めて唐に赴き、以来８９４年に唐国内の混乱と吸収すべき文化の魅力逓減を

背景に、任命を受けた大使菅原道真の上奏により停止されるまで、２０度任命され派遣された。数々の

艱難辛苦をくぐり抜け無事使命を達成できたもの、渡海での遭難、道中や在唐中の事故や病気で挫折し

たもの、あるいは種々の事情により派遣が中止されたもの、遣唐使一行に加わった者たちや彼らの帰国

後の消息なども、その全容については帰国者の報告あるいは中国での記録も断片的である。 

 しかしながら、遣唐留学生だった阿倍仲麻呂や

下道真備（後の吉備真備）、朝賀の儀での席次争い、

また最近墓誌が発見された知られなかった留学生

井真成、渡海を拒否した副使小野篁のエピソード、

大使藤原清河の忘れ形見喜娘をはじめとする唐で

生まれた混血児たち、律師を求めて留学した僧の

普照、栄叡と唐の高僧鑑真和上の日本渡来などな

ど、多くの興味を引く人物・事象が伝わっている。 

海を渡る遣唐使船（「東征伝絵巻」唐招提寺より） 

 昨今の歴史探求志向や国際交流の常態化を背景に、命を懸けて先進文化導入の使命に挑戦し、しかも

今まであまり知られることの無かった「遣唐使」たちが表に出てきています。種々の古文書に残された

遣唐使関係の記録や当時の政治情勢などから窺い知れることは、

あまりも少ない。その歴史の空白を埋める出来事は何だったので

あろうか。その推理に頭を巡らして、遣唐使物語の切れた糸を結

び直すという歴史を探る新しい楽しみの一つです。 

 謎多き遣唐使の世界（ＫＥＮＴＯＵＳＨＩ ＷＯＲＬＤ）を一

度覗いてご覧になりませんか。それで、あなたは「遣唐使」に深

く魅せられることでしょう。 

平城遷都１３００年祭で復元さ 

れた遣唐使船（平城宮跡にて） 

※ 遣唐使の派遣回数については諸説ある。任命されたが中止になったり行かなかったり、途中の 

半島（百済）までで唐に行っていないもの、 日本に来た唐からの使節を送って行った「送使」を遣 

唐使として扱うかどうか、また唐に残った使節を迎えに行ったのもどうするか、政治史や外交史、 

海事史、航海史などの研究の観点から見ると扱いは異なってくる。種々のパターンが見られますが、 

その間の事情や国際情勢が連続するなか、研究の対象とするのは全ての諸説をカバーできる２０回 

の「任命」をベースとするのが最適です。（２０１６年８月） 

 



●任命された遣唐使の一覧

 



 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

●お薦めの遣唐使等の参考図書 

 



 



 

※研究用の参考図書一覧（自著及び自著執筆上の参考にした図書、最近刊行の図書を含む）。 

※ほか、出典資料として、『日本書紀』『続日本紀』『日本後紀』『続日本後紀』『日本紀略』『入唐求法巡

礼行記』など多くの古文書等があります。 

 

 

 


